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１．研究計画の概要 
	 本研究課題は、双方向変換機構の基礎を確
立するとともに、実用的なソフトウェアツー
ルの開発、およびソフトウェア開発過程に双
方向変換を適用する手法を開発し、ソフトウ
ェアの信頼性の確保と生産性の向上のため
の方法論を確立することを目的とし、以下の
具体的な項目で研究を進める。 
[研究項目Ａ] 双方向変換機構の数学的基盤
の確立と双方向変換言語の開発 
[研究項目Ｂ] 双方向変換システムの開発支
援環境の構築 
[研究項目Ｃ] ソフトウェア開発過程におけ
る双方向変換基盤の構築 
 
２．研究の進捗状況 
	 各研究項目については、小項目を設定して
いるが、以下に小項目ごとの進捗状況を示す。 
[小項目 A1] 双方向変換機構の数学的基盤の
確立：双方向変換の適用領域によって数学的
枠組みの設定が必要となるが、代表的な 2つ
の領域(ソフトウェア開発におけるモデル変
換、および構造化文書処理)で基盤を確立して
いる。 
[小項目 A2] 一般的双方向変換言語の開発：
上記の 2領域において、それぞれ、Beanbag、
Bi-HaXmlを開発した。 
[小項目 B1] 双方向変換プログラム開発支援
環境の開発：上記 Beanbag のプログラム開
発のための支援環境を用意した。 
[小項目 B2] ビュー更新ソフトウェアのため
の汎用ライブラリの開発：上記 Bi-HaXmlラ
イブラリは、ビュー更新のための汎用性が高
い関数群からなるものである。 
 

[小項目 C1] 特徴重視プログラミングにおけ
る双方向変換基盤の設計：上記 Beanbag の
設計において検討した。 
[小項目 C2] 双方向特徴重視プログラミング
システムの開発：上記 Beanbag で実現して
いる。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
 本計画は 4 年度にわたるものであるが、双
方向変換機構をソフトウェア開発、および構
造化文書処理において適用する手法の開発
は、当初の計画通りに進行したといえる。と
くに、Beanbag および Bi-HaXml は数学的
基盤とともに、実用的な双方向変換言語とし
て設計・開発されており、最終年次における
実用評価に供することができる状況である。
ただし、設定した[研究項目 C]については、
単独の項目として、その成果が見える状況に
はなく、Beanbag開発において実施した形と
なっており、計画上の項目設定が重複した形
となっている。達成度においては問題ないも
のと判断する。 
 
４．今後の研究の推進方策	 
	 これまでに開発した Beanbag については
一定の評価を行っているが、 最終年度(2010
年度)には、Bi-HaXmlの適用性を評価すると
ともに、さらに一般性をもつ双方向変換言語
の設計に向けた指針を設定する。 
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〔その他〕 
Beanbagシステムのホームページ： 
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